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第七章 給湯設備 

第二節 ガス給湯機及びガス給湯温水暖房機の給湯部 

※2024 年 12 月時点の第七章「給湯設備」第一節「給湯設備」の付録 C を基に作成。 

1. 適用範囲 

ガス給湯機及びガス給湯温水暖房機の給湯部（以下、単に「ガス給湯機」と記す）のエネルギー消費量の計

算に適用する。 

2. 引用規格 

第七章「給湯設備」第一節「全般」による。 

3. 用語の定義 

本節で用いる主な用語および定義は、第七章「給湯設備」第一節「全般」による。 

4. 記号及び単位 

4.1 記号 

本計算で用いる記号及び単位は表 1 による。 

表 1 記号及び単位 

記号 意味 単位 𝑒 給湯機効率 － 𝑒௥௧ௗ 当該給湯機の効率 － 𝑒௥௧ௗᇱ  当該給湯機のエネルギー消費効率, 熱効率 － 𝐸ா,௛௦ 給湯機の消費電力量 kWh/h 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ 給湯機の待機時及び水栓給湯時の補機による消費電力量 kWh/h 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ 給湯機の湯はり時の補機による消費電力量 kWh/h 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ 給湯機の保温時の補機による消費電力量 kWh/h 𝐸ீ,௛௦ 給湯機のガス消費量 MJ/h 𝐸௄,௛௦ 給湯機の灯油消費量 MJ/h 𝑓௛௦ 当該給湯機に対する効率の補正係数 － 𝐿′′ 太陽熱補正給湯熱負荷 
MJ/d 

MJ/h 𝑊′ 節湯補正給湯量 L/h 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘ 日平均外気温度 oC 
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4.2 添え字 

本計算で用いる添え字は表 2 による。 

表 2 添え字 

添え字 意味 𝑏1 浴槽水栓湯はり 𝑏2 浴槽自動湯はり 𝑏𝑎1 浴槽水栓さし湯 𝑏𝑎2 浴槽追焚 𝑑 日付 𝑘 台所水栓 𝑠 浴室シャワー水栓 𝑡 時刻 𝑤 洗面水栓 

5. 消費電力量 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の消費電力量𝐸ா,௛௦,ௗ,௧は、式(1)により表される。 𝐸ா,௛௦,ௗ,௧ = 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ,ௗ,௧ + 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ,ௗ,௧ + 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ,ௗ,௧ (1) 

ここで、 𝐸ா,௛௦,ௗ,௧   ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の消費電力量（kWh/h） 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の待機時及び水栓給湯時の補機による消費電力量

（kWh/h） 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの当たりの給湯機の湯はり時の補機による消費電力量

（kWh/h） 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの当たりの給湯機の保温時の補機による消費電力量（kWh/h） 

である。 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の待機時及び水栓給湯時の補機による消費電力量𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ,ௗ,௧は、給湯が停止している状態及び水栓から給湯されている際の給湯機の給気ブロアーや内部回

路の消費する電力量の合計（浴槽湯はりや追焚で消費される電力量は除く）であり、式(2)により表される。 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ,ௗ,௧ = ൛൫−0.00172 × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 0.2822൯ ÷ 24+ 0.000393 × ൫𝑊௞,ௗ,௧ᇱ + 𝑊௦,ௗ,௧ᇱ + 𝑊௪,ௗ,௧ᇱ + 𝑊௕ଵ,ௗ,௧ᇱ + 𝑊௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱ ൯ൟ × 10ଷ ÷ 3600 
(2) 

ここで、 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଵ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の待機時及び水栓給湯時の補機による消費電力量

（kWh/h） 𝑊௞,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの台所水栓における節湯補正給湯量（L/h） 𝑊௦,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴室シャワー水栓における節湯補正給湯量（L/h） 𝑊௪,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの洗面水栓における節湯補正給湯量（L/h） 𝑊௕ଵ,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓湯はり時における節湯補正給湯量（L/h） 𝑊௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓さし湯時における節湯補正給湯量（L/h） 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ   ：日付𝑑における日平均外気温度（oC） 
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である。 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の湯はり時の補機による消費電力量𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ,ௗ,௧は、式(3)に

より表される。 

𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ,ௗ,௧ =
⎩⎪⎨
⎪⎧0.07 × 10ଷ ÷ 3600 × 𝑊௕ଶ,ௗ,௧ᇱ∑ 𝑊௕ଶ,ௗ,௧ᇱଶଷ௧ୀ଴ ൭෍𝑊௕ଶ,ௗ,௧ᇱଶଷ

௧ୀ଴ > 0൱
0 ൭෍𝑊௕ଶ,ௗ,௧ᇱଶଷ

௧ୀ଴ = 0൱ (3) 

ここで、 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଶ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の湯はり時の補機による消費電力量（kWh/h） 𝑊௕ଶ,ௗ,௧ᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽自動湯はり時における節湯補正給湯量（L/h） 

である。 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の保温時の補機による消費電力量𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ,ௗ,௧は、浴槽水栓

湯はり時において給湯機の給気ブロアー、制御回路等が消費する電力量であり、式(4)により表される。 

𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ,ௗ,௧ = ቐ൫0.01723 × 𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ + 0.06099൯ × 10ଷ ÷ 3600 × 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ ൫𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ > 0൯0 ൫𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ = 0൯ (4) 

ここで、 𝐸ா,௛௦,௔௨௫ଷ,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の保温時の補機による消費電力量（kWh/h） 𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ    ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ    ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 

である。 

6. ガス消費量 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機のガス消費量𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧は、浴槽湯張りの方法およびふろ機能

の種類（給湯単機能、ふろ給湯機（追焚なし）又はふろ給湯機（追焚あり））に応じて、式(5)により計算される。 

給湯機で温度調整して浴槽湯張りを行う場合： 

 給湯単機能の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕ଵ,ௗ + 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ  (5-1a) 

 ふろ給湯機（追焚なし）の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕ଶ,ௗ + 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ  (5-1b) 
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 ふろ給湯機（追焚あり）の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕ଶ,ௗ + 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଶ,ௗ  (5-1c) 

給湯機を経由せずに浴槽に落とした中温水に対して浴槽水栓さし湯または浴槽追焚を行うことで浴槽湯張

りを行う場合： 

 給湯単機能の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ + 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ  (5-2a) 

 ふろ給湯機（追焚なし）の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ + 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଵ,ௗ  (5-2b) 

 ふろ給湯機（追焚あり）の場合： 

𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ = 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௞,ௗ + 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௦,ௗ + 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௪,ௗ + 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଶ,ௗ + 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ𝑒௕௔ଶ,ௗ  (5-2c) 

ここで、 𝐸ீ,௛௦,ௗ,௧ ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機のガス消費量（MJ/h） 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ   ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの台所水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ   ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴室シャワー水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの洗面水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽自動湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓さし湯時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝑒௞,ௗ  ：日付𝑑における台所水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௦,ௗ  ：日付𝑑における浴室シャワー水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௪,ௗ  ：日付𝑑における洗面水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕ଵ,ௗ  ：日付𝑑における浴槽水栓湯はり時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕ଶ,ௗ  ：日付𝑑における浴槽自動湯はり時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕௔ଵ,ௗ ：日付𝑑における浴槽水栓さし湯時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕௔ଶ,ௗ ：日付𝑑における浴槽追焚時における日平均給湯機効率(-) 

である。 

各用途の日平均給湯機効率𝑒௨,ௗは、日平均外気温度𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗと 1 日当たりのそれぞれの用途における太

陽熱補正給湯熱負荷𝐿௞,ௗᇱᇱ 、𝐿௦,ௗᇱᇱ 、𝐿௪,ௗᇱᇱ 、𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ 、𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ 、𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ 及び𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ に依存し、効率が1.0を超えない範囲で

式(6)により表される。 𝑒௞,ௗ = 𝑎௞ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௞ × ൫𝐿௞,ௗᇱᇱ + 𝐿௪,ௗᇱᇱ ൯ + 𝑐௞ (6a) 
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𝑒௦,ௗ = 𝑎௦ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௦ × 𝐿௦,ௗᇱᇱ + 𝑐௦ (6b) 

𝑒௪,ௗ = 𝑎௪ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௪ × ൫𝐿௞,ௗᇱᇱ + 𝐿௪,ௗᇱᇱ ൯ + 𝑐௪ (6c) 

𝑒௕ଵ,ௗ = 𝑎௕ଵ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௕ଵ × 𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ + 𝑐௕ଵ (6d) 

𝑒௕ଶ,ௗ = 𝑎௕ଶ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௕ଶ × 𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ + 𝑐௕ଶ (6e) 

𝑒௕௔ଵ,ௗ = 𝑎௕௔ଵ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௕௔ଵ × 𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ + 𝑐௕௔ଵ (6f) 

𝑒௕௔ଶ,ௗ = 𝑎௕௔ଶ × 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ + 𝑏௕௔ଶ × 𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ + 𝑐௕௔ଶ (6g) 

ここで、 𝑒௞,ௗ  ：日付𝑑における台所水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௦,ௗ  ：日付𝑑における浴室シャワー水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௪,ௗ  ：日付𝑑における洗面水栓の給湯使用時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕ଵ,ௗ  ：日付𝑑における浴槽水栓湯はり時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕ଶ,ௗ  ：日付𝑑における浴槽自動湯はり時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕௔ଵ,ௗ ：日付𝑑における浴槽水栓さし湯時における日平均給湯機効率(-) 𝑒௕௔ଶ,ௗ ：日付𝑑における浴槽追焚時における日平均給湯機効率(-) 𝐿௞,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの台所水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௦,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴室シャワー水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௪,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの洗面水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽水栓湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽自動湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ  ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽水栓さし湯時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ  ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗ ：日付𝑑における日平均外気温度（oC） 𝑎௨, 𝑏௨, 𝑐௨ ：回帰係数(-) 𝑢  ：用途を表す添え字（𝑘, 𝑠,𝑤, 𝑏1, 𝑏2,𝑏𝑎1, 𝑏𝑎2） 

である。 𝑎௨、𝑏௨及び𝑐௨は、日平均給湯機効率𝑒௨,ௗを計算するための回帰係数であり、給湯機の JIS 効率に依存し、式

(7)で表される。 𝑎௨ = 𝑎௦௧ௗ,௨ × 𝑓௛௦ (7a) 

𝑏௨ = 𝑏௦௧ௗ,௨ × 𝑓௛௦ (7b) 

𝑐௨ = 𝑐௦௧ௗ,௨ × 𝑓௛௦ (7c) 

ここで、 𝑎௨, 𝑏௨, 𝑐௨ ：回帰係数(-) 
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𝑎௦௧ௗ,௨, 𝑏௦௧ௗ,௨, 𝑐௦௧ௗ,௨ ：表 3 により求まる係数(-) 𝑓௛௦ ：当該給湯機に対する効率の補正係数(-) 𝑢 ：用途を表す添え字（𝑘, 𝑠,𝑤, 𝑏1,𝑏2, 𝑏𝑎1,𝑏𝑎2） 

である。 

表 3 ガス給湯機効率の回帰係数𝑎௦௧ௗ,௨、 𝑏௦௧ௗ,௨及び 𝑐௦௧ௗ,௨ 

回帰係数 

添え字𝑢 （用途） 

台所水栓 
浴室 

シャワー水栓 
洗面水栓 

浴槽水栓 

湯はり 

浴槽自動 

湯はり 

浴槽水栓 

差し湯 
浴槽追焚 𝑘 𝑠 𝑤 𝑏1 𝑏2 𝑏𝑎1 𝑏𝑎2 𝑎௦௧ௗ,௨ 0.0019 0.0006 0.0019 0.0000 0.0000 0.0000 0.0033 𝑏௦௧ௗ,௨ 0.0013 0.0005 0.0013 0.0002 −0.0005 0.0002 0.0194 𝑐௦௧ௗ,௨ 0.6533 0.7414 0.6533 0.7839 0.7828 0.7839 0.5776 

 

当該給湯機に対する効率の補正係数𝑓௛௦は、式(8)により表されるものとする。 

𝑓௛௦ = ሺ0.8754 × 𝑒௥௧ௗ + 0.060ሻ0.745  (8) 

ここで、 𝑒௥௧ௗ ：当該給湯機の効率(-) 𝑓௛௦ ：当該給湯機に対する効率の補正係数(-) 

である。 

ここで、当該給湯機の効率𝑒௥௧ௗは、潜熱回収型給湯機の場合には0.836とし、非潜熱回収型給湯機の場合

には0.704とするか、当該給湯機がガス給湯機である場合、または当該給湯機がガス給湯温水暖房機であっ

て、ふろ機能の種類が「給湯単機能」又は「ふろ給湯機（追焚なし）」である場合は、JIS S 2075 に基づくモード

熱効率の値を、当該給湯機がガス給湯温水暖房機であって、ふろ機能の種類が「ふろ給湯機（追焚あり）」で

ある場合は、JGKAS A707 に基づくモード熱効率の値を用いることができる。ただし、当該給湯機にモード熱効

率が表示されていない場合、ふろ機能の種類が「給湯単機能」又は「ふろ給湯機（追焚なし）」のときは式(9a)に

より換算した値、ふろ機能の種類が「ふろ給湯機（追焚あり）」のときは式(9b)により換算した値を用いることがで

きる。 

ふろ機能の種類が「給湯単機能」又は「ふろ給湯機（追焚なし）」の場合： 𝑒௥௧ௗ = 𝑒௥௧ௗᇱ − 0.046 (9a) 

ふろ機能の種類が「ふろ給湯機（追焚あり）」の場合： 𝑒௥௧ௗ = 𝑒௥௧ௗᇱ − 0.064 (9b) 

ここで、 𝑒௥௧ௗ ：当該給湯機の効率(-) 𝑒௥௧ௗᇱ  ：「エネルギーの使用の合理化に関する法律」に基づく「特定機器の性能の向上に関する製造事業者等の判断

の基準等」（ガス温水機器）に定義される「エネルギー消費効率」(-) 

である。なお、設置する給湯機が複数あり、いずれもガス給湯機でかつ効率が異なる場合は効率の小さい方の
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値により評価する。 

7. 灯油消費量 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの給湯機の灯油消費量𝐸௄,௛௦ௗ,௧は、0とする。 

8. 1 日当たりの太陽熱補正給湯熱負荷 

日付𝑑における 1 日当たりの各用途における太陽熱補正給湯熱負荷𝐿௞,ௗᇱᇱ 、𝐿௦,ௗᇱᇱ 、𝐿௪,ௗᇱᇱ 、𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ 、𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ 、𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ 及

び𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ は、それぞれ式(10a)～(10g)により表される。 

𝐿௞,ௗᇱᇱ = ෍𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10a) 

𝐿௦,ௗᇱᇱ = ෍𝐿′௦,ௗ,௧ᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10b) 

𝐿௪,ௗᇱᇱ = ෍𝐿′௪,ௗ,௧ᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10c) 

𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ = ෍𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10d) 

𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ = ෍𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10e) 

𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ = ෍𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10f) 

𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ = ෍𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱଶଷ
௧ୀ଴  (10g) 

ここで、 𝐿௞,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの台所水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௦,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴室シャワー水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 
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𝐿௪,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの洗面水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕ଵ,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽水栓湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕ଶ,ௗᇱᇱ   ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽自動湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕௔ଵ,ௗᇱᇱ  ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽水栓さし湯時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௕௔ଶ,ௗᇱᇱ  ：日付𝑑における 1 日当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/d） 𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ   ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの台所水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ   ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴室シャワー水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの洗面水栓における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽自動湯はり時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽水栓さし湯時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ  ：日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの浴槽追焚時における太陽熱補正給湯熱負荷（MJ/h） 

である。 

日付𝑑の時刻𝑡における 1 時間当たりの各用途における太陽熱補正給湯熱負荷𝐿௞,ௗ,௧ᇱᇱ 、𝐿௦,ௗ,௧ᇱᇱ 、𝐿௪,ௗ,௧ᇱᇱ 、𝐿௕ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ 、𝐿௕ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ 、𝐿௕௔ଵ,ௗ,௧ᇱᇱ 及び𝐿௕௔ଶ,ௗ,௧ᇱᇱ は、第七章「給湯設備」第一節「全般」により定まる。 

9. 日平均外気温度 

日付𝑑における日平均外気温度𝜃௘௫,ௗ_஺௩௘,ௗは、第七章「給湯設備」第一節「全般」により定まる。 

 


